
工
事
帯
魚
袈
約
、
議
に
関
し
た
条
例
の
一
部
改
正

会
用
醸
止

8

号
消
防
団
の
任
免
、
給
与
、
定

向
。
、
構
築
第
4

警
富
土
見
小
務
橋
一
国
民
、
程
務
な
ど
に
関
し
ゅ
ん
条
例
の
一

臨
調
組
償
要
項
中
、
一
一
部
変
更
一
部
改
主

7

、
大
野
町
一
等
各
合
併
町
村
の
昭
和
三
一
?
号
競
輪
場
使
用
条
例
の
一
部
改

十
一
年
度
(
四
月
i

九
月
)
一
般
及
一
E

び
特
別
会
計
の
歳
入
議
出
決
算
一
閉
山
号
競
馬
実
施
条
例

8

、
蜜
賀
会
会
堂
説
雷
、
下
水
道
新
一
日
号
密
集
糟
康
保
険
条
醐

設
、
義
務
教
育
費
ハ
ム
費
負
担
及
ぴ
才
一
泣
号
市
道
路
糠
の
認
定
に
つ
い
て

忌
吋
宮
沢
両
小
附
帯
工
事
百
実
現
な
一
司
母
国
有
財
置
の
払
下
に
つ
い
て

ど
に
つ
い
て
の
謂
願
四
件
一
は5
げ
芳
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

9

、
馬
入
関
口
浅
瀬
と
漁
港
の
波
深
、
一
四

5

お
号
民
画
整
察
、
失
業
対
策

道
路
と
下
水
の
新
設
、
民
宙
整
理
、
一
教
育
縮
設
、
消
防
施
設
な
ど
の
墾
帰
一

3

、
潟
鵠
費
二
一
一
}
一
一
万
円
で
弘

5
2
i
-

同
水
路
改
修
、
軍
医
大
襲
撃
一
夜
起
債
に
つ
い
て
一
五
回

O
万
円
の
均
一
戸
一
清
一
議
会
一
一
に
一
司

修
、
華
道
路
改
修
な
ど
に
つ
い
て
一
号
号
三
十
二
年
度
歳
入
歳
出
一

4

、
土
木
捷
一
9

二
五
万
円
三
i
卒
宮
町t
r
i
t
-
-

自

の
害
事
一
予
算
一

ι
れ
は
四
八
八
万
円
の
減
額
一
一
一
月
十
一
一
一
日
、
一
二
士
一
年
度
長
け
る

以
上
の
議
案
そ
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
上
下
お
号
競
輪
、
競
馬
、
国
保
、
守
、
教
育
費
一
一
三
九
五
万
円
で
一
平
塚
警
の
工
事
苦
闘
し
て
響
識
さ

可
決
し
た
の
ち
再
会
の
本
会
議
に
は
一
及
び
国
保
警
護
所
な
ど
の
特
別
一
一
二
八

2

万
円
の
増
一
れ
ま
し
た
。

順
次
パ
次
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
一
会
計
の
一
一
平
ニ
年
度
歳
入
歳
出
予
算
一

6

、
社
会
及
び
労
働
瞬
時
間
費
一

i
定
数
民
生
常
任
委
員
会i

各
常
任
委
員
事
欠
選
任
な
ど
を
行
い
玄
、
平
塚
市
議
会
会
議
規
則
一
す
。
一
以
上
の
議
案
の
う
ち
、
特
に
コ
一
士
一
一
四
五
九

O
再
三
九
六
万
円
増
一
一
一
月
十
四
日
、
須
賀
会
重
量
に
つ

一
充
実
し
蓋
審
み
な
ぎ
ら
せ
て
開
会
す
、
各
穣
常
任
者
霊
長
選
買
の
一
韓
議
目
次
一
年
度
予
算
案
碇

ζ

の
四
月
か
ら
来
年
マ
、
保
鰭
衛
生
襲
七
四
一
万
円
一
い
て
の
語
、
宗
主
震
の
県
立

定
椀
市
警
は
、
賞
選
挙
に
よ
っ
ず
で
す
。
習
の
言
語
、
一
一
一
十
五
一
補
欠
選
任
す
号
事
者
の
霊
に
つ
い
て
一
一
一
一
月
ま
で
の
一
カ
年
間
の
方
向
を
一
李
一
で
二
五
六
万
円
の
増
一
審
議
題
等
に
関
し
て
審
議

て
あ
ら
た
に
登
場
し
た
、
費
九
重
一
の
案
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
司
て
県
都
市
計
画
地
方
審
警
震
の
す
替
市
東
員
の
議
糾
な
ど
に
関
一
も
の
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
今
撃
を
守
、
建
設
お
義
務
二
八
五
九
万
一
会
事
奨
学
選
出
量
喝
罪
行
…

加
え
、
雲
へ
品
最
新
警
の
議
事
一

L

平
塚
市
議
会
委
員
会
条
例
て
締
欠
選
俊
一
、
レ
た
条
例
会
部
改
正
一
通
じ
最
も
重
要
な
撃
の
二

J

と
い
え
一
塁
、
八

O
五
万
円
の
培
一
政
の
今
後
の
あ
の
方
、
住
宅
問
題
、
ニ

j
j
i
l
l

一6
、
縄
義
務
1
5
2
4

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
な
ど
一
る
で
し
ょ
う
。
一

9

、
慰
霊
匹
。
一
方
向
で
一
ン
ポ
ス
ト
等
に
つ
い
て
自
謀
長
一

一
回
|
〈

(
f
J
I
l
l
i
-
-

一
一
一
四
一
一
一
斉
喜
一
言
語
、
報
告
が
宮
れ
ま
し
た

o

十

諸
問
保
三
総
務
委
主
一
謹
霊
堂
千
百
年
目
よ
弓
軒
下
主
に
よ
っ
て
一

J
何
時
五O万
円
で
一
弘
司
詩
?
し

諸
原
庄
好
産
業
委
喜
一
十
一
一
見
市
長
か
ら
提
案
一
そ
れ
号
訴
前
日
下
一
刊
誌
滑
り
減
額
七
一
一
一
万
円
で
一
時
計
関
誌
詩
弓
一

襲
警
一

i
l
l

一
の
織
額
は
一
口
、
公
儀
費
五
四
一
一
石
万
円
で
一

一
い
よ
い
よ
、
鹿
一
年
度
予
算
案
は
二
ニ
…
~
1
i
i
/
F

一
一

(
拘
)
磯
部
栄
太
郎
韓
設
醤
@
区
一
一

\
\
-
J
/

一
車
億
一
一
千
一
一
否
十
朗
万
余
開
で
一
一
六
一
九
万
円
の
増

童
書
一
宇
一
百
、
室
長
会
に
提
案
さζ十
?
ト
ゴ
一
一
ニ
十
一
署
員
、
宝
章
一
話
、
国
有
財
麓
関
設
さ
一

ハ
制
)
平
奪
三
総
務
委
主
一
れ
ま
す
。
一
一
璽
一

-
J棚
箪
市
一
七
万
円
の
拡
大
を
見
ぜ
て
い
ま
す
。
一
万
号
、
四
一
二
一
万
円
の
増

潜
餐
委
一
昨
年
の
九
月
三
野
宣
言
二
欝
軒
以
む
土
歳
出
(
華
麗
覧
て
み
ま
す
と
一
科
会
支
出
会
一
一
六
七
万
円
で

き
島
村
速
雄
総
務
委
長
留
一
室
謀
、
人
口
六
万
か
ら
一
躍
九
万
一
/
亀
戸

t

ぺ
U
N
Fて
醸
会
費
一
売
七
万
円
で
一
豆
一
一
八
万
円
の
増

襲
警
一
六
千
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
の
一//
[
i
恰
ヘ
一
六
一
一
一
九
万
再
露
首
予
備
鶴
岡
一
き
万
円
で

ハ
舗
中
若
田
直
治
女
教
民
主
張
二
本
格
的
な
年
間
予
算
と
い
え
る
も
の
一
中
心
に
予
算
案
の
縮
協
に
着
手
し
て
以
一

2

、
課
所
職
一
0
0
0
0万
円
で
~
玄O
万
円
の
増
が
計
上
さ
れ
て

火
義
重
奏
で
、
昨
年
十
一
事
政
審
一
来
、
ま
る
一
ニ
ケ
月
を
寮
や
し
て
成
警
八
八
七
万
円
章
一
宮
大
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:澱;

ら

新
帯
議
φ
議
結

決
る

七
日
か
ら
開
会
中
の
定
例
市
議
会
に

お
い
て
、
増
員
選
挙
に
よ
る
、
新
市
議

む
購
席
が
決
h
y、
同
時
に
各
議
員
と
も

各
積
聾
員
会
の
聾
員
に
、
選
任
さ
れ
ま
し

た
ι
(

〉
内
は
識
席
番
号

守
二
日
川
事
轟
醸
襲
警
区
画

聾
彊
讃
*
都
市
計
画
国
骨
髄
会

ハ
日
)
八
田
知
治
韓
殻
議
@
平
塚

港
対
酒
器

ハ
日
出
)
関
向
常
出
口
鶴
殻
讃
@
究
諦

昭和32幸子 3 月間時(1) 

予
算
案
留
保
条
開
案
ま
ど
上
程

A評
町
村
の
三
十
一
年
震
各
華
や
間
年
度
予
事
案
、
平
塚
市
国
保
条
例
な

ど
、
数
多
く
の
重
要
議
案
を
審
議
す
る
、
昭
和
一
一
一
十
二
年
第
一
一
国
平
塚
市
議

会
定
例
会
は
、
去
る
一
一
一
月
七
日
午
前
九
時
、
平
壌
市
議
事
堂
に
会
期
二
十
日

を
も
っ
て
開
会
し
ま
し
た
。

ひらつかの人昭一
2月 1 お調べ

鱗数 96 ， 78品人十 1 .49
-男 48， 31 る人

女 48 ， 470人

税移数 20， 205-ト 55

(前月比〉



く 2 ) 第62号〈第 3 種郵便物認可〉

前
号
で
報
じ
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト
試
験
装
慣
は
予
定
ど
お
り
工
事
を
同
一

b
f

け
先
月
二
十
三
日
第
一
回
の
試
運
転
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ζ
の
目
、
市
議

広
事
堂
にb
vし
尿
麗
介
高
速
雄
肥
佑
に
関
す
る
研
兜
委
員
会
サ
(
会
長
経
由

同
連
事
務
局
長
堀
越
禎
一
言
)
高
ら
か
れ
続
い
て
、
南
署
前
べ
り
の

コ
訊
運
転
由
理
携
を
視
察
し
た
後
、
コ
ン
ポ
ス
ト
装
揮
の
試
験
、
研
拐
の
万

針
に
つ
い
て
検
討
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

2子

、
積
砂

官
幻
明
喝

も

去
る
二
月
二
十
四
日
、
官
向
性
能
の
小
型
患
者
輸
送
車
が
お

g
み
え
し
ま

し
た
。
一
言
ト
ヨ
エ
!
ス
、
定
員
六
、
ぺ

γ

ト
一
茶
の
収
容
力
、
ク
リ
i

車

ム
と
不
宣
告
の
農
薬
芝
、
浮
い
足
を
も
っ
て
い
ま
す

G

鵡

伝
鞍
病
患
者
を
市
立
の
端
南
腕
(
繭
離
病
院
)
に
入
競
さ
せ
る
と
き
は
、
瀬
川

市
役
震
義
か
、
近
く
の
支
所
、
出
張
所
に
御
一
報
下
さ
い
。
す
ぐ
と
駅
間

ん
で
ゆ
き
ま
す
。

び
� 

暗闇嗣四回附，.

沼
市
内
や
旭
描
匹
の
静
も
の
を
よ
そ
一
て
よ
ろ
こ
び
の
第
一
歩
を
し
る
し
、
一
一
増
員
選
挙
に
よ
る
新
議
員
の
任
期
は

に
、
去
る
二
月
二
十
白
か
ら
一
ニ
月
ニ
日
一
日
後
の
七
日
に
は
、
一
一
一
月
定
例
市
融
会
一
択
の
一
般
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の

ま
で
の
一0
日
間
、
新
市
域
は
じ
ま
っ
一
が
開
会
、
議
席
に
つ
き
、
顕
年
度
予
算
一
問
、
つ
ま

h
u、
金
韓
関
と
間
じ
昭
和
一
一
一

て
以
来
の
渉υ
い
護
憲
引
を
く
り
ひ
ろ
一
笑
ー
な
ど
、
数
え
の
章
一
摂
理
系
の
聾
織
に
一
十
四
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
で
、
一
一
年

け
た
市
職
増
員
選
挙
結
、
三
月
一
一
一
日
丸
一
加
わ

P

ま
し
た
。
ニ
カ
月
簡
に
わ
た
り
ま
す
。

。
パ
!
セ
ン
ト
調
の
海
軍
を
も
っ
て
投
一

繋
が
行
な
わ
れ
、
、
あ
く
る
四
日
、
大
野
一

支
所
、
神
田
小
、
域
島
小
、
金
田
健
民

描
刊
誌
議
所
の
五
襲
所
で
、
黒

山
の
静
観
入
、
話
視
船
う
ち
に
、
一
斉
に

開
類
、
開
尽
午
前
十
}
時
ま
で
に
は
、

各
轟
単
寵
と
も
当
滞
が
さ
ま
っ
て
欄
轄
を

騨
ν
ま
し
た
可

噌
霧
器
は
択
の
と
お
り
で
す
。

ふ
第
一
欝
挙
区
〈
大
野
)

新
市
域
の
皆
さ
ん
、
住
み
よ
い
ま
ち
体
と
す
る
各
地
域
も
、
す
べ
て
市
街
地

づ
〈
り
を
すh
め
る
た
め
、
四
月
か
ら
と
同
じ
よ
う
に
、
都
市
計
画
の
事
業
を

あ
た
ら
し
く
都
市
計
画
税
を
納
め
て
い
進
め
て
ゆ
く
こ
と
一
に
な
っ
た
も
の
で
、

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
事
業
を
強
力
に
し
か
も
一
日
も
恩

田
市
域
は
、
す
で
に
一
一
一
十
一
年
度
か
く
成
し
と
げ
る
た
め
、
全
市
域
が
課
税

備
機
械
山
制
服
一
…
…
範
囲
に
な
り
ま
し
党
。

m
M附
器
棚
山
ヰ
湘
君
臨
蔀
ひ
ら
つ
か
の
建
設
の
白

r
r
制
鴨
川
鮎
負
を
も
っ
て
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

醐
棚
醐
執
す
都
市
計
器
の
内
容
は

附
酬
酢d川
九
ぺ
山
川
軒
家
円
、
課
税
対
象
@
市
内
の
土
地
と
家
麗

州
一
離
脱
縄
開
…
…
ら
札

2

、
患
護
者
@
右
の
土
地
震
家

脚
開
閉
悩
隅
…
…
か
さ
匿
を
も
っ
て
い
る
人

山
川J
川
山
一
一
』
…
…
…
一
関
付
税

3
、
課
税
標
準
@
岡
山
定
資
産
税
の
計
算

蝉
燐
圏
一
仇
一
伽
閤
諜
の
も
と
に
な
っ
た
評
横
領
と
間
じ

町
叶
川
川
市
品
、
説
率
ゅ
右
の
一
世
師
額
の
一o
o

p
p謀
説
し
て
い
ま
す
。
ハ
げ
の
二

前
号
の
広
報
紙
で
、
お
知
ら
せ
し
た

6

、
納
期
間
定
資
産
税
と
問
時
(
回

一
よ
う
に
、
昨
年
の
十
二
月
二
十
二
日
か
月
七
月
九
月
十
一
月
)
で
毘
定
資

V
大
野
φ

八
幡
地
慌
が
一
一
一
月
中
伺
の
見
一

去
の
時
議
長
立
を
完
了
一
ら
、
平
塚
市
の
会
域
が
都
市
計
画
量
産
税
と
あ
わ
せ
て
一
撃
す
る

ζ
と

早
田
e
全
日
酬
を
コ
悪
口
わ
け
て
設
立
一
内
に
は
い
の
、
大
野
な
ど
、
農
業
主
志
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
月
十
六
回
、
設
立
居
が
出
さ
れ
る
一
ー
1
l
i
u
v
j
T
H
J
f
A
U
!
1
1
!
i

V

露
骨
密
部
時
五
組
合
、
四
九
九
一
い
よ
い
よ
納
税
の
王
室
長
警
必
ず
笥
J
し
て
下
さ

嬰
員
で
二
一
月
六
日
か
ら
発
足
一

4
7

大
臨
臼
一
い
。

茎
留
@
準
備
中
、
三
月
中
閉
ま
で
に
一
説
的
大
晦
認
が
や
っ
一

は
全
域
発
足
の
予
定
一
て
来
ま
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
度
の
所
一

V
岡
崎
長
で
に
六
組
合
、
一
一
一
六
八
組
…
揮
税
の
確
定
盟
主
納
税
は
、
一
一
一
塁
、
一
一

合
員
で
昨
年
発
足
、
三
一
年
度
市
税
一
十
一
日
ま
で
に
は
世
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
一

一
O
O
M
Z
加
納
表
彰
韓
補
一
こ
の
期
限
ま
で
に
、
確
定
申
告
を
積
一

V
土
沢
9
全
域
一
体
の
組A罫
肴
し
、
一
ま
せ
ま
せ
ん
と
姉
算
税
を
、
晴
樹
さ
れ

乙
れ
も
年
度
内
一
O
O
M
発
腕
骨
也
百
一
ま
せ
ん
と
調
不
税
、
延
滞
加
資
税
な
ど

事
レ
て
健
全
な
遠
雷
ぷ
り
で
す
。
余
計
な
負
担
が
一
加
わ
り
ま
す
。
期
盟
問

一
合
一

一
組
一層

離
金
は
自
が
け
月
が
け
心
が
け
ノ
一
れ
よ
ニ
月
の
中
ば
ま
で
に
は
、
市
街
地
一

ふ
だ
ん
か
ら
、
納
組
準
備
予
金
の
用
意
一
夜
除
く
金
鵠
に
わ
光
っ
て
、
組
合
が
話
一

が
あ
れ
ば
、
齢
期
も
襲
っ
て
す
な
せ
る
一
範
を
拙
じ
め
)
し
か
も
司
会
役
帯
が
却
一

で
じ
よ
ろo
-

，
一
入
ず
る
見
通
し
が
た
ち
ま
し
た

σ

白

の
課
税
だ
か
ら
本
来
骨
由
お
れ
な

い
も
む
、
組
合Lは
注
活
に
苦
し

い
人
ζ

そ
加
わ

る
べ
き
ゐ

だ
と
の

傍
意
見

C
C
影

強
襲
畿
一
神
醐
酬
が
最
高

増
員
選
替
の
観
察
一
部
は
甑
め
て
商
く

ζ
の
選
挙
に
対
す
る
各
地
域
民
の
関
心

の
探
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

大
野
端
氏
平
揖
八
六
@
七
五
%

神
田
地
区
九
回
@
九
五
%
a

城
島
地
区
九
二
@
四
六
%

間
階
地
区
九
ニ
@
盟
二
%

金
沼
地
区
一
九
O
@
五
}
}
一
%

土
露
地
底
九
}
@
八
一
M神

宮
沢
地
区
九
ニ
エ
ニ
五
%

全
地
反
平
均
で
は
、
八
九
二
ハ
四
M
m

が
記
離
さ
れ
ま
し
た
。

一
一
一
月
中
知
能
に
完

齢
制
市
輔
略
的
織
成
す
&
む

新
市
壌
は
間
障
の
北
端
、
丸
島

納
税
叩
慶
喜
訪
ね
ま
し
た

1

戸
数
五
八
乙
の
組
合
員
九
七
、
預

金
額
は
ざ
っ
と
一
主
O
万
、
組
合

問
一
語
喜
一
曹
関
選
挙

…
議
議

霊
富
田
司
君
臨
新
議
議
官

色、て議

i; 
妥て
定一
議年

島からE軍報輯iこスポンサー牽事事集
2こいあわせは市役所総務課・申込みは商工会意所へ

躍王室普効果 3 野喜パーセント
4 月から広報紙のスベ戸スを倍のタプ世イド

4ベ四ジにひろけ\不2 段に広告摘を設けま

す、どうぞ縄愛用下さいe



一
納
税
組
合
は
、
乙
の
理
想
的
な
納
税
一
択
に
、
地
域
別
に
納
税
総
合
の
う
む
一
泊
払
い
し
、
今
年
度
は
す
で
に
、
一
一

一
念
行
な
う
た
め
の
も
の
で
す
。
一
ぎ
を
翠
凡
て
み
ま
す
と
一
九
月
中
に
市
税
を
全
国
民
間
百
和
レ
て
す

当
選
医
療
を
関
与
さ
れ
、
櫛
一
一
月
来
、
大
野
支
所
を
は
じ
め
メ
各
一

V
田
市
内
@
す
で
に
四
八
組
合
、
一
六
一
ザ
ず
し
い
顔
。
税
金
は
力
に
応
じ
て

っ
て
蟻
憲
一
堂
に
第
{
歩
を
し
一
出
張
所
に
お
い
て
、
納
税
組
合
の
説
間
一
九
一
暑
の
襲
員
暮
し
、
健
全
な
一
「

る
し
た
新
潟
髄
一
会
役
催
し
た
と

ζ
ろ
、
続
々
結
成
さ
“
還
鈴
ぶ
h
u

い員
まの
し大
?とき

主義
手Z プJ
』ま 7うT
山は
口ら
組わに
合れは
長て純

礎
部
栄
太
郎
副
無
所
属
農

古
川
替
録
同
月
タ
会
社
社
長

平
野
準
一
一
一
日
夕
農

島
問
お
逮
餓
絹
ル
ゲ
農

上
原
豆
好
日
自
民
銘
農

V
第
三
灘
挙
区
〈
神
田
)

八
回
知
治
野
無
所
属
農

V
第
四
選
挙
区
(
城
島
〉

肉
離
保
三
野
無
所
属
農

す
五
選
挙
区
(
金
也
何
回
附
)

田
代
常
戸
口
問
無
所
属
農
協
参
事

V
祭
大
選
挙
区
(
ム
ヱ
沢
)

石
間
蜜
治
m
w無
所
蕗
農

新
市
犠
九
名
ほ
、
一
一
一
月
五
日
午
前
九

審
議
事
警
翠
議
、
杉
山
選
挙
一
来
年
度
の
固
定
資
産
税
の
計
算
の
も

m
(土
地
の
童
、
替
の
襲
、
家
の

重
霊
長
か
ら
、
今
回
の
襲
撃
一
と
に
な
る
、
資
産
種
類
は
、
今
年
、
一
新
築
や
鶴
て
ま
し
、
改
築
な
ど
〉
め
な
霊
器
科
払
い
も
ど
し

に
当
選
し
た
こ
と
を
誕
邸
ず
る
、
平
塚
一
一
月
一
日
現
在
の
時
価
相
場
に
よ
っ
て
一
か
っ
光
人
は
、
昨
年
度
と
麓
り
あ
り
ま

市
鱗
会
議
員
当
選
喜
寄
与
を
き
宣
言
ら
れ
、
課
襲
撃
登
録
さ
れ
言
。
諜
税
一
一
ヶ
年
の
が
る

た
の
ち
、
市
長
と
軸
師
長
の
視
辞
が
あ
っ
一
て
い
ま
す
が
、
昨
年
中
に
資
産
に
異
動
一
あ
な
た
の
資
産
が
、
立
し
く
見
つ
も
今
度
家
麗
の
登
麗
視
を
か
る
く
す
一

%
E
主
主
主
皇
室

E
z
z
z
g
王

E
主
Z
霊

E
Z
E
E

も

5
1
S
Z
1
5
1
m
g
Z
告
書
Z
S
E
E
S
S
U
E
S
-
E
S
E
Z草
書
室

B
f
E
J

除
草
川
主
主
婦Z
Z
a
m
a
軍
事
ま
も

S
Z
E
軍
最
重
E
S
主
5
1
F

一

f

去
る
一
一
月
と
を
信
じ
て
疑
い
ま
ぜ
ん
。
市
議
会
書

L
な
る
わ
け
で
す
し
、
そ
の
年
誕
皆
各
ん
に
喜
ん
で
頂
く
よ
う
な
僚
し
叫
一

七
伊
一
一
一
居
者
費
は
二
部
雪
地
域
の
利
益
代
盆
さ
れ
た
お
子
さ
ん
竺
十
五
オ
に
も
の
を
と
嵐
っ
て
い
る
の
で
す
旬
、
凶
一

い
鱗
糊
恥Y
市
場
轟
表
で
は
あD

ま
せ
ん
。
金
震
の
剰
な
り
ま
す
。
警
告
も
二
十
五
年
一
手
ニ
霊
の
当
初
予
算
案
蓄
に
い
一

明
河
端
組
挙
区
と
す
警
代
表
し
て
そ
の
福
祉
を
守
る
ベ
菌
室
れ
軍
事
ゆ
る
ぎ
な
し
文
い
さ
さ
か
慰
霊
喜
の
ニ
一

向

t
争
ト
ヘ
る
市
議
会
義
務
を
有
す
る
立
揚
に
あ
っ
て
市
く
一
家
睡
し
く
繁
栄
、
宿
入
と
し
て
れ
で
て
そ
れ
で
も
乙
の
翠
支
主

段
、
ー
韓
民
の
増
放
を
審
議
し
て
漬
く
の
で
あ
り
ま
も
一
平
五
オ
と
な
れ
ば
一
人
前
の
社
き
日
を
記
念
す
る
た
め
に
、
記
念
の
同
一

王
選
挙
が
宮
れ
ま
し
粍
そ
の
結
すJ言
語
雪
ん
と
一
艦
長
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
寄
る
を
警
は
ぎ
や
必
た
い
も
の
で
す
。
同
一

日
果
、ζの
紙
上
で
御
紹
介
申
し
上
げ
禁
法
曹
警
本
の
桜
並
木
、
日

目
究
会
議
員
さ
ん
が
め
で
た
く
当
ふ
静
}
診
離
'
整
中
心
の
南
地
街
路
に
ア
カ
シ
ヤ
山
ー
…

問
調
雪
れ
、
今
後
二
ヶ
年
問
、
富
の
髄
髄

F

駐
韓
関
醐
鶴
橋
め
の
並
木
を
宮
、
五
年
十
年
の
の
ち
同
一

同
病
表
と
じ
て
嬰
の
ニ
老
人
の
方
謹
噂

1

鋸
轟
轟
-
噴
齢
、
り
に
は
、
豪
州
僻
か
ら
重
雪
山
一

1
z
E
E
m
i
s
-


す
と
雲
市
政
に
季
守
さ
れ
る
乙
と
輔

F
d

理
組
内
事
選
麗
山
へ
か
け
て
は
立
警
観
光
地
域
同
一
…
忠

叫
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
て
官
ー
が
出
来
て
、
市
民
密
警
生
ま
れ
る
山
一
一
蹴
ら
ゆ

て
の
度
の
選
挙
一
語
、
地
一
毒
毒
し
い
議
員
さ
ん
事
警
じ
ー
そ
の
そ
ま
こ
と
に
お
め
で
た
い
時
期
で
で
し
ょ
ラ
。
市
街
に
は
、
青
い
街
路
山
一
一
;
た
鞠

仰
の
関
心
が
ふ
か
く
、
優
秀
な
投
票
事
謹
調
を
念
量
し
き
。
は
あ

D

ま
ぜ
ん
か
。
~
樹
一
主
皇
び
、
親
風
景
な
街
々
に
川
一
…

i

な
一
部
し
た
こ
と
は
平
塚
市
民
の
豆
急
四
月
一
回
語
、
わ
が
平
塚
乙
の
機
会
に
過
ぎ
こ
し
柔
を
か
み
ず
み
ず
し
い
震
の
う
る
お
い
を
同
二
コ

刊
に
光
い
ザ
る
熱
意
の
現
わ
れ
と
し
て
喜
市
部
施
豆
一
十
五
周
年
を
む
か
え
り
み
、
反
省
す
べ
き
こ
ろ
は
反
与
え
て
く
れ
る

τで
し
ょ
う
唱
わ
た
し
仲
畑

川
御
間
援
に
渇
え
な
い
と

ζ
ろ
で
あb

え
ま
す
よ
主
主
一
宮
え
留
き
省
し
て
隣
自
の
尽
に
そ
替
え
、
ゎ
警
の
子
供
や
諜
た
ち
の
た
め
に
、
山

立
て
従
っ
てCの
た
び
の
撃
を
に
四
半
世
粕
で
す
。
昭
和
也
宮
市
が
平
塚
市
の
浮
え
た
る
謹
議
議
重
要
君
主
主
う
。

町
通
じ
て
え
ら
店
れ
た
名
位
は
?
と
抗
日
制
が
布
か
一
れ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
す
る
た
め
に
、
武
典
を
俄
レ
党
い
む
桝

す
装
喜
夫
妻
で
?
と
動
議
室
警
警
護
措
思
っ
て
お
り
ま
宅
そ
れ
も
市
民
の
戸
開
量
購
向

島
章
E
苦
情
-
E
Z
S
z
a
-
-
a
g
e
B
E
E
S
Z
Z
1
5
3

電
2
8
1
8
電
重
量
z
s
z
g

思
軍
事
審
喜
E
E
5
3
m
z
g
目
聾
寵E
S
E
S
輔
副
母
罫
恵
富
富
g
偏
重
要
a
g
1
9安
g
e

ら工島

異
動
喝
な
け
れ
ば
昨
年
な
み

悶
悶
捷
麓
麓
韓
親
合
棚
慨
畿
句
。
丹

加
盟
ま
で
に
た
し
か
め
よ
う

て雲王
の度

軒
阪て

とあ

のた

討
喜喜

正義

援察
車産

昭和3~3 )310 自く 3)

公
明
選
挙
標
語

み
ん
な
で
応
募

し
ま
し
ょ
う

言
、
特
別
の
期
間
が
引
き
の
ば
さ
れ
て
一
と
に
よ
っ
て
笈
語
れ
る
義
語
、
神
奈
川
県
選
挙
革
委
員
会
と
神
奈

一
す
で
に
w払
い
込
ま
れ
た
同
義
税
の
う
一
当
の
家
屋
の
価
格
の
一

Q
O
O会
一
の
一
一
刊
新
聞
社
の
共
僚
に
よ
っ
て
、
公
開
選

「
英
一
部
、
村
払
い
も
ど
し
が
行
な
わ
れ
一
(
ふ
つ
う
は
一

O
0
0
φの
六
〉
に
滅
一
挙
の
標
語
募
集
担
灯
わ
れ
て
い
ま
ナ
。

ら
れ
て
い
る
かai
-
-も
う
一
度
、
自
分
一
一
一

;
一
る
C
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
税
さ
れ
る

ζ
と
に
な
れU
ま
し
た
。
一1
、
標
語
の
内
容
、
吾
朗
選
拍
車
の
大
切

の
眼
で
警
め
る
と
き
で
す
。
一
と
い
う
の
は
、
去
る
ニ
竺
十
三
こ
の
た
め
、
今
年
に
入
っ
て
え
な

ζ
と
や
棄
権
防
止
の
震
を
あ
ら

長
期
間
は
三
月
二
十
塁
究
官
尊
選
糧
法
と
い
う
法
俸
の
証
一
十
九
日
ま
で
に
、
保
存
援
要
-
受
け
た
わ
し
た
も
の

ど
な
た
で
も
時
間
舶
に
台
帳
を
見
る
こ
と
一
が
改
)
比
さ
れ
て
、
新
築
住
宅
の
保
存
登
一
家
屋
で
、
減
税
の
対
象
に
な
る
も
の
に
…

2

、
資
格
県
内
小
中
高
校
在
学
者

が
で
き
ま
ず
か
ら
、
市
役
所
税
務
課
一
葦
受
け
る
と
き
に
、
登
記
所
に
弘
う
一
警
察
室
い
も
さ
れ
る
乙
と
に
な
す
、
作
品
一
人
一
一
一
点
以
内
、
車
に

高
実
際
襲
名
害
警
富
一
義
務
室
事
謀
議
票
、
一
っ
た
わ
げ
で
す
。
一
限
る

で
下
さ
い
。
一
昨
年
寄
震
に
加
え
、
あ
ら
た
に
一
一
一
警
ず
る
謀
、
市
役
所
税
務
課
万
一

4

、
語
護
軍
言
葉
す

一
カ
年
閣
の
延
期
を
見
た
の
で
す
。
一
番
瞳
事
号
、
登
記
所
へ
お
出
で
下
一
神
奈
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
宛

一
ζ
れ
に
よh
u、
昭
和
一
一
十
七
年
四
月
一
さ
い
。
一
吾
、
募
集
期
限
三
月
二
十
円
星
で

一
一
臼
意
思
一
一
一
士
一
一
年
十
二
尽
一
一
十
一
そ
く
は
、
税
務
諜
関
草
原
料
係
正
、
そ
の
他
作
品
は
な
る
べ
く
学
校

一
一
日
ま
で
の
君
、
新
築
し
た
第
三
に
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

2

に
ま
と
め
て
送
付
し
、
襲
名

一ζ
の
期
間
中
に
保
存
登
記
を
受
け
た
こ
学
館
前
、
名
前
等
聞
記
の
乙
と

ド事

市政義差益線
東閣議事擢が長
「とれがまああの

豊かないなJ



(4) 

?2 2 さ
2 要事空
馨雲詰皇此

13i号存
益法五

弓まとて宍空但翠がき予建阜県宮妃

2225翼民全 53 意思豪語
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言語開講; 離欝\ゴgt2霊能長
罪騒騒鱗翠つ一大iz議民品購麟嘉注目品目選
出機欝麟Ziiif害時i
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5 伝 5
2 染 2
3 病 i
i 戦 5
3 審議 5

2 異 2
33挟 5
3 あ 2
3FZ 

昭和32，年 3 月加盟

最
近
の
同
期
薗
紙
神
奈
川
版
に
は
、
騨
ジ
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